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IoT の発展とともに、世の中のほとんどすべての情報やデータが今やインターネットにつながっ
ています。
何かを調べようと思ったら⼿軽にインターネットで調べることが出来、何かを買おうと思ったら
個⼈も企業もインターネットでほとんどすべてのものが購⼊できる世の中になっています。
ビジネスの世界では業界の垣根が少なくなっており、異業種からの新規参⼊による新しいビジネ
スチャンスが⼤きく増えてきています。10年前には出来なかったことが、まるでドラえもんのポ
ケットのようにアイディアさえあれば実現可能な時代になりました。

このようにアイディアさえあれば何でも出来る時代に、私たちに求め
られるものは今までなかったような新しいアイディアで世の中の役に
⽴つような商品やサービスやしくみを作り出していくことではないで
しょうか。そのためにには、従来の打ち合わせや会議の⽅法ではお互
いの利害や⽴場が先にたってしまいどうしても新しいアイディアを導
き出すのには不向きです。

デザインシンキングの⼿法を使えば、参加する⼈たちの⽴場や利害を超えてダイバシティをキー
プしながら、新たなアイディアを導きだしていくことが可能になります。デザインシンキングの
⼿法を使って、私たちはこれまでに無かったようなアイディアで社会を活性化させることができ、
⼈を幸せにすることが出来、⼈類の未来を明るい⽅向に導くことができると信じています。

デザイン・シンキングの価値とは



Design Thinking が世の中に本格的に知られ出したのは 2004年にUSスタン
フォード⼤学内に d.school が設⽴されてからと⾔われています。この
d.school は US のデザイン会社である IDEO 社、ドイツのERPソフトウェア
会社である SAP 社の創始者であり会⻑でもあるハッソ・プラットナーの
協⼒によってスタンフォード⼤学内に設⽴されました。企業やビジネス
のイノベーションを起こすための⽅法論としてのDesign Thinking が広く活
⽤されだしたのです。

Design Thinking = デザイン思考 の⼿法はビジネスのいろいろな場⾯で
活⽤されるようになってきました。
ただし、正しいプロセスに沿って Design Thinking を実⾏するのと、そ
うではないのとではおのずと結果に⼤きな違いが出てきます。
K2 主催の Design Thinking・セッションでは、ファシリテータに SAP
社 認定 Design Thinking コンサルタント資格を⽇本で最初に取得した
K2 エデュケーション責任者が登壇し、皆様のセッションが順調に進むた
めのお⼿伝いを実施いたします。 また K2のオフィシャル Design 
Thinking サポーターが運営を万全にサポートいたします。

デザイン・シンキングの生い立ち



本 Design Thinking セッションでは、⼀連のプロセスのうち、Scoping から Validationまでを
1⽇弱で実施いたします。これにより、セッションで創出されたアイディアを具体的な
Prototype (試作品）迄導き出すことができます。

デザイン・シンキングのプロセス



0900-0930 What is Design Thinking
0930-0940 What is Design Thinking - Let’s get start
0940-0950 Introduction by each member
0950-1010 Scoping and Today’s Design Challenge
1010-1020 3 mins Brain Dump and Sharing
1020-1040 Clustering and Prioritization
1040-1050 Research
1050-1110 2 mins Sharing by each member
1110-1130 Synthesis
1130-1200 Synthesis Data of Wall
1200-1300 Lunch
1300-1315 Personas
1315-1350 Personas work
1350-1420 Customer Journey map
1420-1450 Ideation
1450-1500 3 mins brain dump
1500-1520 Clustering and Prioritization
1520-1600 Lo Fi Prototyping
1600-1630 Presentation 5 mins for each team
1630-1645 I Like I Wish
1645-1700 Closing by Owner and Stakeholder
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デザイン・シンキング・セッションのタイムテーブル例



K2 がご⽤意するもの
1. ファシリテーター１名＋サポーター１名
2. 付箋紙、ペン、画⽤紙等の⽤具
3. Prototype の為の素材

お客様がご⽤意頂くもの
1. 参加者
2. ファシリティ（部屋）
3. 椅⼦とテーブル
4. ホワイトボード
5. プロジェクター

ご用意頂くもの



期間 1⽇ ９：３０ ー １６：００（お昼休み１時間を含む）

参加者：2０名まで参加可能 １チーム 4-5名）

費⽤：Yen 385,000 

デザインシンキングの開催にあたり開催責任者の⽅との事前のお打ち合わせを実施いたします。
ここで事前にお客様の固有の課題と、セッションの進⾏内容をすり合わせさせていただきます。

費用


